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❶
幼
稚
園
の
民
営
化
に
つ

い
て
行
政
改
革
実
行
計
画
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
教
育

委
員
会
で
の
審
議
経
過
、
議

決
し
た
日
時
等
明
ら
か
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
民
営
化

は
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
長　

教
育
委
員
会
の

審
議
は
し
て
お
ら
ず
、
議
論

は
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、

反
省
し
て
い
る
。
民
営
化
の

具
体
的
な
検
討
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
現
段
階
で
、
行
政

改
革
実
行
計
画
の
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
掲
げ
る
環
境
に
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

❷
国
が
雇
用
対
策
と
し
て

措
置
し
た
第
２
次
補
正
予
算

㋐
緊
急
雇
用
創
出
事
業
交
付

金
（
京
田
辺
市
分
４
５
２
５ 

万
５
千
円
）
㋑
ふ
る
さ
と
雇

用
対
策
交
付
金
（
５
４
１
７ 

万
３
千
円
）
の
活
用
に
つ
い

て
。
こ
の
際
、
学
校
図
書
館

司
書
、
特
別
支
援
学
級
の
介

護
員
増
員
、
学
童
の
指
導
員

増
員
な
ど
に
活
用
を
。

　

経
済
環
境
部
長　

本
市
の

雇
用
状
況
を
十
分
見
極
め
て

雇
用
の
創
出
、
あ
る
い
は
提

供
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

で
も
山
積
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

や
る
気
の
あ
る
京
田
辺
市

民
、
と
り
わ
け
若
年
層
の
人

た
ち
の
た
め
に
も
地
元
企
業

へ
の
雇
用
体
制
と
行
政
支
援

に
つ
い
て
今
後
ど
う
し
て
い

く
の
か
。

　

❶
市
民
若
年
層
の
雇
用
対

策
に
つ
い
て
。

　

ま
だ
ま
だ
続
く
不
況
の
波
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
色
々
な

問
題
が
こ
の
国
や
京
田
辺
市

　

教
育
部
長　

学
校
図
書
館

司
書
に
つ
い
て
は
、
継
続
的

な
検
討
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
生
活
介
助
員
な
ら
び
に

学
級
運
営
支
援
員
、
留
守
家

庭
児
童
会
（
学
童
）
指
導
員

等
は
、
適
時
継
続
的
任
用
配

置
を
し
て
い
る
。
増
員
が
必

要
な
場
合
は
、
拡
充
事
業
と

し
て
交
付
金
を
活
用
し
た
い
。 　

副
市
長　

恒
常
的
に
人
員

確
保
の
き
っ
か
け
に
な
る
も

の
に
活
用
し
た
い
。
交
付
金

は
提
案
さ
れ
た
こ
と
を
含
め

有
効
に
使
い
た
い
。

　

❸
手
原
川
堤
防
の
歩
行
者

安
全
対
策
と
し
て
、
歩
道
橋

設
置
に
替
わ
る
堤
防
の
拡
幅

に
よ
る
歩
車
分
離
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
問
う
。

　

建
設
部
長　

薪
の
墓
橋
か

ら
薪
小
交
差
点
ま
で
約

１
５
０
㍍
間
、
歩
行
者
と
自

動
車
の
分
離
で
安
全
確
保
が

図
れ
る
よ
う
恒
久
的
な
対
策

を
検
討
中
で
、
河
川
管
理
者

と
事
前
協
議
中
で
あ
る
。
平

成
21
年
度
予
算
で
は
、
測
量

調
査
費
を
計
上
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
歩
道
橋
設
置
も

含
め
て
総
合
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

経
済
環
境
部
長　

市
民
な

ら
び
に
若
年
層
の
雇
用
対
策

に
つ
い
て
は
、
誘
致
企
業
に

対
す
る
地
元
雇
用
の
要
請
や

商
工
会
を
通
じ
た
新
規
創
業

に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
市

民
の
雇
用
促
進
を
図
っ
て
き

た
。

　

ま
た
、
現
在
雇
用
を
取
り

巻
く
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年

１
月
よ
り
市
民
の
雇
用
促
進

を
図
る
た
め
、
保
証
料
補
給

を
行
う
融
資
制
度
枠
を
拡
大

す
る
。
市
内
大
手
事
業
所
を

訪
問
し
、
雇
用
労
働
者
の
維

持
確
保
の
要
請
を
行
っ
て
い

る
。

　

❷
公
共
交
通
対
策
に
つ
い

て
。

　

市
長
答
弁
の
中
で
早
期
に

方
針
を
出
す
と
言
わ
れ
た
が
、

早
期
と
は
い
つ
か
。
ど
の
よ

う
な
形
で
運
行
さ
れ
て
い
く

の
か
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長　

バ
ス
交
通
等
検
討
委
員
会
で

の
提
言
の
趣
旨
を
十
分
尊
重

し
、
早
期
に
一
定
の
方
策
を

示
す
。
現
行
路
線
の
継
続
を

基
本
に
、
バ
ス
会
社
と
協
議

を
続
け
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

❸
納
税
対
策
に
つ
い
て
。

　

現
在
コ
ン
ビ
ニ
収
納
等
共

同
化
に
向
け
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

２
市
で
10
回
納
期
で
実
施
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

納
税
回
数
を
増
や
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
の
か
。

　

市
民
部
長　

コ
ン
ビ
ニ
収

納
に
つ
い
て
は
平
成
22
年
４

月
か
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
。

各
税
目
の
納
期
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
重
複
し
な
い
よ
う

に
納
入
月
を
設
定
し
て
い
る
。

現
在
、
税
業
務
共
同
化
組
織

成
立
に
向
け
検
討
を
進
め
て

い
る
が
、
納
期
に
つ
い
て
は

当
面
現
状
を
継
続
、
将
来
的

に
は
４
回
の
納
期
で
統
一
し

て
い
く
方
向
。

齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
を
対

象
と
し
た
、
個
別
ご
み
収
集

の
実
施
を
再
度
提
案
す
る
。

ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
毎
日

利
用
で
き
な
い
の
で
、
一
度

に
資
源
ゴ
ミ
も
含
め
て
収
集

で
き
る
よ
う
な
形
で
、
早
急

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

経
済
環
境
部
長　

独
居
高

齢
者
や
独
居
障
が
い
者
が
増

え
つ
つ
あ
る
現
在
、
必
要
と

な
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
認
識

し
て
い
る
。
市
内
の
実
態
を

早
急
に
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス

受
給
対
象
者
や
収
集
体
制
な

ど
も
含
め
て
課
題
を
検
討
し
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

❷
近
隣
自
治
体
で
は
、
大

型
ゴ
ミ
の
有
料
化
や
指
定
ゴ

ミ
袋
に
よ
る
有
料
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
本
市
の
計
画
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

大
型
ゴ

ミ
の
有
料
化
は
、
基
本
的
に

行
う
方
針
で
あ
る
が
、
厳
し

い
現
下
の
経
済
情
勢
か
ら
、

当
分
の
間
は
見
送
る
。
指
定

ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討
課
題
。

　

❸
売
却
が
決
定
し
た
ウ
ェ

ル
サ
ン
ピ
ア
京
都
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
存
続
を
望
む
市

民
か
ら
の
声
が
大
き
い
。
一

般
競
争
入
札
に
な
る
と
、
市

が
購
入
者
を
指
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
い
く
ら
市
が

税
制
面
で
優
遇
す
る
と
い
っ

て
も
、
購
入
さ
れ
た
方
が
、

採
算
が
合
わ
な
い
と
言
っ
て

や
め
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
で

終
わ
り
。
市
民
の
雇
用
の
場

で
あ
り
、
ま
た
、
市
内
業
者

や
農
作
物
生
産
者
の
大
き
な

納
入
・
取
引
先
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
考
え
る
と
、
整
理

機
構
に
対
し
て
、
こ
う
し
た

実
態
も
伝
え
な
が
ら
、
施
設

の
存
続
を
求
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　

❶
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
施
策
の
実
施
を
と
い
う
観

点
か
ら
、
団
地
や
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
高
層
住
宅
に
住
む
高

　

市
長　

本
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
は
、
施
設
の
機

能
が
安
定
的
に
継
続
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も

関
係
機
関
か
ら
の
情
報
を
収

集
し
、
幾
度
と
な
く
整
理
機

構
に
赴
き
、
機
能
の
継
続
を

要
請
し
て
き
た
。
被
雇
用
者

や
市
内
業
者
へ
の
影
響
も
、

最
小
限
に
と
要
請
し
て
い
る
。

【
２
月
】

 

2
日 

京
都
府
市
議
会
議
長
会

 

3
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
協
議
会

 
 

鹿
児
島
県
垂
水
市
議
会
視
察
来
庁

 

4
日 

建
設
経
済
常
任
委
員
会
管
外
研
修
（
〜
５
日
）

 

6
日 

議
員
研
修
会

 

9
日 

全
国
市
議
会
議
長
会

 

10
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

13
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

17
日 

第
１
回
定
例
会
〈
議
案
上
程
〉

 

24
日 

第
１
回
定
例
会
〈
代
表
質
問
〉 

 

27
日 

第
１
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

【
３
月
】

 

2
日 

第
１
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

 

3
日 

第
１
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

 

4
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
・
協
議
会        

 

5
日 

建
設
経
済
常
任
委
員
会
・
協
議
会

 

6
日 

総
務
常
任
委
員
会
・
協
議
会

 

9
日 

予
算
特
別
委
員
会
（
10
、
11
、
12
、
16
、
18
日
）

 

23
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

24
日 

建
設
経
済
常
任
委
員
会

 

25
日 

議
会
運
営
委
員
会

 
 

幹
事
会

 

26
日 

総
務
常
任
委
員
協
議
会

 

27
日 

議
会
運
営
委
員
会 

 
 

第
１
回
定
例
会
〈
議
案
採
決
〉

 
 

広
報
編
集
特
別
委
員
会

【
４
月
】

 

9
日 

広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
15
、
23
日
）

 

17
日 

幹
事
会  

 

21
日 

近
畿
市
議
会
議
長
会           

 

23
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
協
議
会

 

28
日 

総
務
常
任
委
員
協
議
会

 

30
日 

建
設
経
済
常
任
委
員
会
管
外
研
修  

（
以
上
主
な
も
の
）　

議  

会  

日  

誌

議
員
（
緑
政
会
）

奥　

村　

良　

太 

 若年層への雇用支援を

 事業所訪問で雇用確保要請

薪幼稚園へ向かう園児の通園風景

ハローワーク京都田辺を　　　　　
　　　　　　　　訪れる求職者

議
員
（
共
産
党
）

塩　

貝　

建　

夫

 

幼
稚
園
民
営
化
は
撤
回
せ
よ

 

議
論
不
十
分
、
反
省
し
て
い
る

１１人の議員が一般質問

明るいあした伝えたい
質問は２月２７日、３月２日、３日の３日間で行われました。
（質問の順序は抽選で決められ、その順に各議員から提出された要約
原稿のとおり掲載しています。）

議
員
（
緑
政
会
）

南　

部　

登
志
子

　 　 　個別ゴミ収集の実施を

 早急に実態把握・課題検討する

高齢・障がい
者 世 帯

個別ゴミ収集の実施が　　　　　
　　　　　　　望まれる高層住宅


